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研究成果の概要（和文）：　昆虫体表の最も外側の部分は、薄い(0.1-1μm程度)脂質層である。この体表脂質は
外部環境に適応するためのバリア機能に加えて、昆虫間でのコミュニケーションに活用されている。本研究で
は、昆虫が脂質の化学組成の違いにだけではなく、物性の違いを触角の機械的受容器を利用して検出しコミュニ
ケーションを行う可能性に注目し研究を行った。　
　雌雄間で体表脂質の組成が異なるクロコオロギ等について、昆虫体表の構造･物性を中心に研究を進めた。昆
虫体表における摩擦力は明らかに、体表脂質の有無、および雌雄間の組成の違いに依存して異なっており、この
違いが機械的受容器により検出されている可能性が示唆された。　

研究成果の概要（英文）：The outermost layer of insects is a very thin layer (0.1-1 μm) of 
hydrocarbons.  In addition to their barrier functions to adopt the environment, the body lipid is 
used for the communication between insects.  Although it is the common view that insects communicate
 each other by detecting the difference in the chemical composition of the body lipid by using 
chemical sensors on antennae, we have postulated the possibility that insects also detect the 
difference in the physical properties by mechanical sensors.  
To inspect the validity of this postulation, the body lipid of the field cricket, which shows a 
gender gap in composition, has been studied with respect to the structure and properties at in-situ 
on body surfaces by using atomic force microscopy (AFM) and other methods. The friction force 
detected by AFM is clearly different between male, female, and degreased body surfaces, which 
strongly suggests that such differences are detected by the mechanical sensor systems of insects.  

研究分野： 高分子化合物と脂質化合物の構造化学および物理化学

キーワード： 体表脂質　昆虫間コミュニケーション　機械的受容器　クロコオロギ　不飽和脂質

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　化学物質を利用する昆虫間コミュニケーションは、多くの分野から注目を集め、微量検出技術の発展により急
速に研究が展開している。この流れで体表脂質の組成の違いを化学的受容器を用いて検出する昆虫間コミュニケ
ーション機構についても多くの研究が行われてきたが、触角上にある機械的受容器を用いて体表脂質の物性の違
いを感じ取る昆虫間コミュニケーションの機構に注目した研究はこれまで行われていない。
　本成果は、脂質構造化学、昆虫生化学、表面分析の異なる専門分野の研究者が協力し、その場分析の手法の特
性を生かして、具体的に体表脂質に由来する昆虫体表物性の違いを検証した最初の例である。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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